
 

市
民
、
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
浦
添
大
公

園
で
す
が
、
公
園
の
な
か
に
も
文
化
財
が
あ
り

ま
す
。
公
園
内
に
あ
る
浦
添
貝
塚
と
伊
祖
の
高

御
墓
は
、
い
ず
れ
も
沖
縄
県
指
定
文
化
財
で

す
。
今
回
は
こ
の
二
つ
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

○
浦
添
貝
塚 

 

浦
添
貝
塚
は
、
浦
添
グ
ス
ク
か
ら
伊
祖
グ
ス

ク
に
か
け
て
伸
び
る
石
灰
岩
丘
陵
の
北
西
、
標

高
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
崖
下
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
貝
塚
は
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
の
遺
跡

で
、
約
四
千
年
前
の
土
器
や
石
器
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
一
九
五
九
年
に
発
見
さ
れ
、
一
九
六

九
年
と
一
九
七
〇
年
に
浦
添
高
校
郷
土
史
ク
ラ

ブ
ら
に
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

遺
物
は
、
土
器
を
主
体
と
し
、
貝
製
品
、
骨

製
品
、
石
皿
、
石
斧
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

本
貝
塚
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
九
州
縄
文

後
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
市
来
式
土
器
が
検
出

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
、
縄

文
時
代
の
九
州
と
沖
縄
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

一
九
七
一
年
に
、
国
道
三
三
〇
号
建
設
工
事

に
伴
っ
て
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
沖
縄
考
古
学
会
を
中
心
と
し
た
保
存
運
動

に
よ
っ
て
、
貝
塚
の
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
通
す
こ

と
で
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
古
波
蔵
） 

 
 
 
 
 

○
伊
祖
の
高
御
墓 

 

浦
添
貝
塚
の
位
置
す
る
丘
陵
に
は
古
代
人
が

住
居
と
し
て
使
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
洞
穴

が
多
く
見
ら
れ
、
古
代
浦
添
の
歴
史
・
文
化
を

知
る
う
え
で
重
要
な
地
域
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

 

伊
祖
の
高
御
墓
は
、
そ
の
崖
上
、
国
道
三
三

〇
号
（
バ
イ
パ
ス
）
の
眼
鏡
ト
ン
ネ
ル
の
上
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
崖
中
腹
の
洞
穴
の
前
面
を

相
方
積
み
に
し
、
墓
口
を
ア
ー
チ
形
に
し
た
崖

第38号 
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う
ら
お
そ
い
歴
史
新
聞

う
ら
お
そ
い
歴
史
新
聞  

【浦添貝塚】（県指定史跡） 

市来式土器の南漸や奄美系土器の出土など周辺地域と

の関連を知る貴重な遺跡であるとして1972年に沖縄県

の史跡に指定されました。現在、遺物の一部は「浦添

市歴史にふれる館」に展示しています（地図裏面）。 

浦
添
貝
塚
と
伊
祖
の
高
御
墓 

 
 
 

～
浦
添
大
公
園
内
の
文
化
財
～ 

 葬
墓
で
、
墓
口
が
広
い
こ
と
か
ら
比
較
的
古

い
型
式
の
墓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
形
式
の
墓
は
、
県
内
に
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
が
、
伊
祖
の
高
御
墓
は
そ
の
典
型

的
な
も
の
と
さ
れ
、
沖
縄
の
墓
の
変
遷
過
程

を
解
明
す
る
上
で
貴
重
な
も
の
と
し
て
、
一

九
七
二
年
に
県
の
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

地
元
で
は
「
タ
カ
ウ
フ
ァ
カ
」
と
呼
ば

れ
、
伊
祖
集
落
の
恵
祖
世
主
（
え
そ
よ
の
ぬ

し
）
の
子
孫
と
云
わ
れ
る
安
里
門
中
に
よ
っ

て
手
厚
く
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
別
名

「
按
司
御
墓
」
と
も
呼
ば
れ
、
伊
祖
グ
ス
ク

を
中
心
に
勢
力
の
あ
っ
た
三
人
の
按
司
が

眠
っ
て
い
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
墓

室
内
に
は
石
厨
子
一
基
と
壺
形
厨
子
二
基
が

安
置
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

伊
祖
の
高
御
墓
も
浦
添
貝
塚
と
同
様
に

一
九
七
一
年
の
バ
イ
パ
ス
工
事
の
際
に
取
り

【伊祖の高御墓】（県指定建造物） 

浦添大公園隣の伊祖公園内に位置する英祖王ゆかりの

伊祖城跡（県指定史跡）に来た際には少し足を伸ばし

てあわせてご覧ください。 

壊
さ
れ
る
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
沖
縄
考

古
学
会
や
地
域
の
保
存
運
動
が
実
を
結
び
、
墓

の
下
が
ト
ン
ネ
ル
に
設
計
が
変
更
さ
れ
、
保
存

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

（
山
田
） 

「
お
も
ろ
」
は
琉
球
の
古
謡
で
す
。
浦
添
の
歌

も
あ
り
、
市
内
一
〇
カ
所
に
「
お
も
ろ
の
碑
」

と
し
て
石
碑
を
建
立
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
牧

港
漁
港
の
碑
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

ぢ
ゃ
な
も
ひ
や 

た
が
な
ち
ゃ
る
く
わ
が 

こ
が
き
よ
ら
さ
こ
が
み
ぼ
し
ゃ 

あ
る
よ
な 

又 

も
も
ぢ
ゃ
ら
の 

あ
ぐ
で 

お
ち
や
る 

こ
ち
や
ぐ
ら 

ぢ
ゃ
な
も
い
し
ゅ 

あ
け
た
れ 

又
ぢ
ゃ
な
む
い
が 

ぢ
ゃ
な
う
え
ば
る 

の
ぼ

て 

け
や
げ
た
る
つ
ゆ
は 

つ
ゆ
か
ら
ど 

か

ば
し
ゃ
あ
る
。 

「
ぢ
ゃ
な
も
い
」
は
察
度
王
の
童
名
で
す
。
こ

の
お
も
ろ
は
、
莫
大
な
利
益
を
も
た
ら
す
中
国

と
の
進
貢
貿
易
に
成
功
し
た
察
度
王
を
ほ
め
た

た
え
た
者
で
す
。
こ
の
よ
う
な
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
「
ぢ
ゃ
な
も
い
」
は
誰
が
産
ん
だ
子
か
、

こ
ん
な
に
も
美
し
い
、
こ
ん
な
に
も
見
た
い
も

の
だ
と
謡
い
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

察
度
王
の
使
者
は
、
泉
州
か
ら
皇
帝
の
い
る

北
京
ま
で
進
貢
の
旅
を
し
ま
し
た
。
こ
の
石
碑

は
泉
州
市
と
浦
添
市
と
の
友
好
都
市
締
結
を
記

念
し
泉
州
市
が
中
国
産
の
輝
緑
岩
に
刻
ん
で
寄

贈
し
た
も
の
で
す
。 

 
 
 
 

（
古
波
蔵
） 

《
お
も
ろ
の
碑
》
紹
介 

 
 

宝
庫
の
と
び
ら
を
開
い
た
察
度
王 

 
 
 
 

～
牧
港
漁
港
の
碑
～ 



 

国
指
定
史
跡
「
浦
添
城
跡
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
と
浦
添
よ
う
ど
れ
の

発
掘
調
査
で
の
出
土
品
や
戦
前
の
写
真
パ
ネ
ル

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】 

 
 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
０
０
円 

 
 

小
人
（
小
中
学
生
） 

５
０
円 

 
 

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料 

【
休
館
日
】 

 
 

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
・
年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
０
３ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３
‐
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 

牧
港
線
（
５
５
番
） 

 
 

仲
間
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 
 

 

浦
添
グ
ス
ク
の
南
側
入
口
に
あ
る
県
営
公
園

の
施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
の
模
型
の
ほ
か
、

グ
ス
ク
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
出
土
品
の
レ
プ

リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
訪
ね
下
さ
い
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】 

 
 

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
・
年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
０
３ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
３
５
５
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 
５
６
系
統 

 
 

浦
添
小
学
校
前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 
 

 

浦
添
の
遺
跡
の
出
土
品
や
民
具
を
収
蔵
・
展

示
し
て
い
る
施
設
で
す
。
展
示
室
で
は
、
縄
文

時
代
の
土
器
か
ら
、
戦
前
ま
で
実
際
に
使
わ
れ

て
い
た
道
具
な
ど
を
展
示
し
て
お
り
、
浦
添
の

歴
史
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
３
０
分
〜
午
後
５
時 

 

 
 

 
 

 

（
入
館
は
１
６
時
３
０
分
ま
で
） 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】
土
日
・
祝
祭
日
（
慰
霊
の
日
）
・ 

 

 
 

年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
３
４ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
港
川
５
１
２
‐
１
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
１
２
３
４ 

 
 

 
 

内
線
（
６
２
１
６
・
６
２
１
７
） 

 
 

 

 
 

 
 

文
化
課
文
化
財
係
ま
で 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 

２
０
系
統
他 

 
 

第
一
牧
港
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
１
５
分 

○
浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
展
示
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 

浦
添
グ
ス
ク
を
は
じ
め
と
し
た
、
市
内
の
史
跡

や
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
有
料
で
ガ
イ
ド
し
ま
す
。 

   

料
金 

ガ
イ
ド
１
名
当
り
（
２
０
名
ま
で
対
応
可
） 

 

１
時
間 

１
，
５
０
０
円 /

 

２
時
間 

３
，
５
０
０
円 

 

※
県
外
の
方
は
半
額
の
助
成
が
あ
り
ま
す 

  

団
体
で
の
ご
利
用
や
、
コ
ー
ス
や
時
間
な
ど
は
相

談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

申
込
先 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

 

電 

話 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【浦添グスク・ようどれ館】 

浦添ようどれ墓室（西室）の原寸大の模型がみどころ。館内

は、ＮＰＯ法人うらおそい歴史ガイドが展示の解説も担当し

ます。駐車場も完備しています（大型バスも対応可）。 

○
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

○
浦
添
市
歴
史
に
ふ
れ
る
館 

【浦添大公園南エントランス展示コーナー】 

施設の中には「うらおそい歴史ガイド」が解説員としていま

すので、解説をご希望の方は気軽に声をかけてください。駐

車場も完備しています（バス対応可）。 

【浦添市歴史にふれる館（やかた）】 

平成28年2月にオープンした文化財の収蔵展示施

設。収蔵室の一部も公開しています。駐車場も完備

しています。 

○
う
ら
そ
え
歴
史
ガ
イ
ド 

 

ツ
ア
ー
随
時
受
付
中
で
す
！ 浦添市歴史にふれる館の地図 浦添グスク・ようどれ館と浦添大公園南エントラ

ンス展示コーナーの地図 

ご 利 用 案 内 


